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はじめに
平成５年度から施行される新学習指導要領において
，
生徒の個性を生かし
，関心一意欲を喚起して主体性を
促す学習を実現するために
，「適切な課題を設けて行
う学習
」（以下「課題学習」）の充実を図ることが明
示された
。このことは，中学校における社会科授業が，
これまでの教師主導による知識注入的な教授学習シス
テムからの脱却を余儀なくされたことを意味している
。
同時に
，教師の個性を生かした指導計画や授業設計を
行うことができることを意味している
。
また
，地理的分野「世界の諸地域～様々な地域」
（以下「‾様々な地域
」）では，世界の地域や国の中か
ら三つ程度を取り上げて学習させることとなった
。こ
のことは
，世界の諸地域における地名物産に関する網
羅的な内容構成の改善を余儀なくされたことを意味し
ている
。同時に，教師が主体的に世界の国や地域を選
択し
，教材化できることを意味している。
社会科は
，社会的見方・考え方を育成する教科であ
る
。したがって，「課題学習」では，これまで以上に
生徒の社会的見方
・考え方を育成できる方向で授業が
展開されるかが鍵となる
。また，「様々な地域」では，
学習する地域や国を通して
，現代の社会を認識させ，
現代の社会が抱える問題について考えさせることがで
きるかが鍵となる。
そこで
，本論では，「アメリカ合衆国の農業」の授
業実践を通して
，「課題学習」の趣旨を生かした「様々
な地域」の授業構成について提案する
。研究仮説一研
究方法は以下のとおりである。
《研究仮説》
「様々な地域
」の学習において，生徒の多様な発想
や調査活動を十分に生かした［概念探究十価値分析］
の学習指導過程で授業を設計するならば
，現代の社会
についての見方・考え方を育成することができる1）。
《研究方法》
①　研究仮説を組み込んで「アメリカ合衆国の農業」の授業を設計し，実践する。
猪　野　　滋
(宮崎県西臼杵郡日之影町立鹿川中学校)
②　授業記録に基づき，各段階における生徒の認識内
容を明らかにする。
③　知識の構造をフレ
ムーワークとして，生徒の認識
内容を分析し，仮説の有効性と課題を明らかにする。
Ｉ　「課題学習」の趣旨を生かした「アメリカ合衆国
の農業」の授業構成
生徒の多様な発想や調査活動を十分に生かした［概
念探究十価値分析］の学習指導過程で
，厂アメリカ合
衆国の農業」の授業を設計した（15時間配当）
。単元
目標と学習指導過程を以下に示す2）。
１　単元目標
単元目標を知識一理解目標と能力目標にわけて，以
下に示す。
《知識・理解目標》
アメリカ合衆国の農業についてのミクロ・マクロな
分析を通して
，アメリカ合衆国の農業生産力が高度に
発展し
，世界的な農業生産国となっているのは，豊か
な自然条件を背景にして
，アメリカ合衆国が資本主義
的な農業を行っているからであることを理解させる
。
また
，アメリカ合衆国が資本主義的な農業を行ってい
る結果
，資本力の乏しい小規模・中規模経営農場の離
農・小作化，農場数の減少による農村の過疎化・社会機能の低下といった状況が生じていることを理解させ
る。
《能力目標》
探究的な学習過程で授業を設計することにより
，社
会事象間の関連や社会事象に内在する意味を主体的に
追究していく能力を育てる
。また，意図的に価値選択
の場面を設定することにより
，探究的なプロセスで習
得された知識を生かして，合理的に自分の意志を決定
する能力を養う。
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２　学習指導過程
学習指導過程を各段階ごとに主な発問と指示で以下
に示す。
《概念探究過程》【情報収集段階】
①　日本の豆腐の原料(＝大豆)はどこで生産されて
いるだろうか。
②　日本はアメリカ合衆国からどんな農産物を輸入し
ているだろうか。
③　アメリカ合衆国では日本人何人分の農畜産物を生
産しているだろうか。
④　アメリカ合衆国ではどんな農産物をどれくらい生
産しているのだろうか。
⑤　アメリカ合衆国で生産される農産物は世界のどれ
くらいを占めているだろうか
。
【学習問題発見・把握段階】
①　これまでの学習でわかったこと
，疑問に思ったこ
とをノートに書こう。
②　これらの事実をもとに
，学習問題を設定しよう。
アメリカ合衆国はなぜ多くの種類の農産物を大
量に生産できるのだろうか
。
【予想
・仮説設定段階】
①･理由を予想してみよう。②　予想した内容をクルーピンクして仮説へと高めよ
う。
③　仮説を再吟味しよう。
④　アメリカ合衆国の農場の様子をビデオで視聴して
，
仮説を焦点化しよう。
⑤　収集した情報をもとに，より深まった仮説を設定
しよう。
【資料収集
・調査活動・検証段階Ｉ】
①　本当に仮説が正しいかどうか
，グループにわかれ
て調べてみよう
。(個人の興味・関心に応じて選択)
②　グループごとにどんなことを調べれば良いか話し
合おう。
③　調査の視点をもとに
，必要な資料を収集しよう。
④　収集した資料をもとに,｡仮説の有効性を検証しよ
う。
⑤　調査した結果を整理して
，発表しよう。(発表会)
⑥　発表内容を検討しよう。
【資料収集
一調査活動・検証段階II】
①　すべての農場が大規模に生産を行っているのだろ
うか。
②･アメリカ合衆国の農畜産物の大量生産を担ってい
るのは
，全体の10％にも満たない大規模な農場だろ
うか。それとも，それ以外の90％も占める中小規模
の農場だろうか。
【仮説間の関係考察・まとめ段階】
①　これまでに明らかになったことを比較・考察して
，
学習問題の答えを整理しよう。
《価値分析過程》【応用段階】
①　アメリカ合衆国の農業はどんな問題を抱えている
のだろうか。
②　アメリカ合衆国の農業が大規模化していることか
ら
，どんな問題が生じているだろうか。
③　アメリカ合衆国の農業が大規模化せざるをえない
のはなぜだろうか
。
【価値分析段階】
①　これまでの学習を踏まえて，次の問題について考
えてみよう。
アメリカ合衆国政府は
，農産物生産の競争力を強
める政策を取るべきか。それとも，農村社会を保護
する政策を取るべきか。
②　直観的にどちらの立場をとるか判断を下そう。
③　各立場ごとに
，それぞれの判断のうらづけとなる
事実を分析し
，判断の有効性を検証しよう。
④　各立場ごとに
，それぞれの判断が将来どのような
影響をもたらすかを予測しよう。
⑤　各立場ごとに調査した内容を発表しよう
。
⑥　これまでの学習を踏まえて，自分の考えを整理し，
再度判断を下そう。
⑦　二つの立場に分かれて
，討論会を行おう。
⑧　今後のアメリカ合衆国の農業について，自分の考
えをまとめよう。
II　概念探究過程における生徒の認識内容とその分析
Ｉで示した学習指導過程に基づいて
，授業を実施し
た（対象生徒６名）
。概念探究過程は導入段階からま
とめ段階にあたる
。この過程における予想段階とまと
め段階での生徒の認識内容を知識の構造を分析フレー
ムワ
クーとして分析していく。
予想段階では
，「アメリカ合衆国はなぜ多くの種類
の農畜産物を大量に生産できるのか
。」という学習問
題に対して
，６名の徒からのべ52の予想が案出され
ている
。たとえば，「土地が広いため。」「農畜産物
をつくるのに
，気候が適しているから。」「品種改良
が進んでいるため
。」「機械化が進んでいるため。」
「みんなが協力しているから
。」「がんばろうと思っ
ているから。」「農業をしている人が多いから。」等
の予想が出されている。
また
，まとめ段階では，学習問題について次のよう
な結論が導かれている
。すなわち，「10％にも満たな
い大規模農場が，アメリカ合衆国全農場の50％以上の
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土地を所有し
，アメリカ合衆国の全農場の60％以上を
占めているから
。」「日本よりもはるかに面積が広く，
気候にも恵まれ
，自然条件を生かした適地適作が行わ
れており,昔から農業生産に力を入れている
。」「アメリ
カ合衆国の農業には，大型の機械や品種改良が加わっ
ている。」
ところで，概念探究過程における知識の構造を示す
と図１のようになる。
アメリカ合衆国＝世界的な農業生産国農業における生産力の発展の高度化
會
Ｂ少数の大規模経営農場への生産の集中化
Ｃ農産物生産の地域分化の進展Ｄ農業関連産業の発達
Ｅ農業に関連する技術革新の進展
図１　概念探究過程における知識の構造
図１を分析フレームワークとして，授業の予想段階
とまとめ段階における生徒の認識内容を分析した
。そ
の結果
，予想段階では，次２点が明らかとなった。
①　学習問題に対して
，図１のB, C, Dに関する予
想がまったく見られない
。すなわち，資本主義的な
農業の構成要素としての少数の大規模経営農場への
生産の集中化
，農産物生産の地域分化の進展，農業
関連産業の発達については認識されていない
。
②　図１のＡ
，Ｅ関し ，出 る予想が具
体性に乏しい
。例えばＡに関しては，厂アメリカ合
衆国は土地が広いので
，農業に適しているから。」
「気候があっているため
。」等。また，Ｅに関して
は
，厂品種改良が進んでいるため。」匚日本よりも
機械の規模が大きくいっぺんにおわらしてしまうた
め
。」「‾技術が進んでいるため。」等。
次に
，まとめ段階について。まとめ段階における生
徒の認識内容を分析すると次頁の図２のようになる
。
図２を分析した結果
，次の２点が明らかとなった。
①　豊かな自然条件
，少数の大規模経営農場への生産
の集中化
，農産物生産の地域分化の進展，農業に関
連する技術革新の進展については具体的な内容をもとにまとめられている。
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②　農業関連産業の発達については
，不十分ではある
が
，具体例が示されている。
以上の分析から
，予想段階よりもまとめ段階のほう
が
，より具体性に富み，深まりのある認識内容となっ
ていることが明らかとなった
。この結果から明らかな
ように
，Ｉで示した概念探究過程は，生徒に資本主義
生産システムという視点からアメリカ合衆国の農業に
ついて認識させることができたのである
。同時に，資
本主義的生産活動を行っている地域や国について
，よ
り深まった見方をさせることができたといえよう。
Ⅲ　価値分析過程における生徒の認識内容とその分析
価値分析過程は
，応用段階から価値分析段階にあた
る
。事実分析，未来予測を各派でおこなった後，２時
間かけて討論を行った。討論の中から，両派の主張が
明確に述べてある発言を以下に示す
。
《大規模化推進派》
・　この前のビデオを見たとき，ブラジルの農業生産
が増加し
，アメリカ合衆国の生産高が落ち込んでい
る様子が出ていましたが
，他の国が大規模化を進め
て生産を増やしていけば
，アメリカ合衆国の経済に
も影響が出てくると思い
，大規模化を推進していく
必要があると思います
。それで，中小規模の農場を
保護する政策を進めていくとアメリカ合衆国全体が
危機に陥る可能性があるので，保護政策には問題
あると思います。
・　中小規模の農場の人が農業をやめたり，自殺した
りするのは
，アメリカ合衆国全体と他の国の生産高
が増えているからです
。中小規模の農場も倒産しな
いように考えて
，大規模化を進めていけばよい。大
規模化を進めることによって
，農業に関する様々な
不況がなくなっていき自殺者も減っていくと思いま
す。
・　この前のビデオの中で，農地を売った場所で小作
人として働いていた人がいましたが
，あの人たちは
何千万かの借金を抱えていて
，それでも農業をやり
たくて
，大規模農場で働 おり，いつかは買い戻
そうと頑張っていました
。だから，他の仕事をして
土地を持っている人も実際に農業をする人が必要な
ので
，失業した農民で大規模場の小作として働
ければ
，少なくとも収入があるわけだし，好きな農
業ができるわけだから収入が少なくても苦にはなら
ないと思います。
・　農業のことだけ考えれば，中小規模の農場がかわ
いそうにみえるけれど
，大規模化して生産を増やし
ていかなれば
，国全体の貿易が減って，経済的な状
況が悪くなるからです。つまり，競争しなければな
アメリカ合衆国の農業 は生産力が高い。アメリカ合衆国は世界的な農業生産国である。
１「
［豊かな自然条件卜 一一一一一--一一
○日本よりもはるかに面積が広く，気
候にも恵まれ，・・・
・アメリカ合衆国の農地面積は４億
1382 万ha （アメリカ合衆国の土地の
約46 ％）で世界第４位，耕地面積は
希回-　　 １億8788万ha （アメリカ合衆国の土
地の約20％）で世界第２位になって
いた。等
資本主義的な農業
…………………………- ………－［少数の大雛 経鷦 業への生齟 蚪 化］…… ……………………………………
○10 ％にも満たない大規模農場が,アメリカ合衆国全農場の50％以上の土地を所有し,アメリか
合衆国の全農場の売り上げの60％以上を占めている。
・農地面積400ha 以上の農場 ～ 約6%  (1978) 。・ 売り上げ10万ドル以上の農場 ～ 約9 ％
(1978) 。　・農地面積400ha 以上の農場 ～ 全農場の農地面積の約58 ％を所有(1978) 。　・売り
上げ10万ドル以上 の農場 ～ 全農場の売り上げの約62 ％を占有(1978) 。　・農地運用会社が農場
を管理し，オーナーは他の仕事をしている（医者，会社の社長など）農場もある。等
「 曲 十1臨 心 十･-l 汕岫 ／り しxT、｀迚g ¬
○・ ‥ 自然条件を生かした適地適作が行われており，昔から農業生産に力を入れている。
・アメリカ合衆国では自然条件を生かした適地適作が行われている。　・潅漑農業を行うことによ
って，農地を拡大している。等
「 曲 当 け 朋 壬 ２ 廿 余 岔 妬zr､こ社日i!1
○アメリカ合衆国の農業には，大型の機械や品種改良が加わっている。
・工940年と80年の1ha 当たりの収穫を比較すると，たとえば，小麦で２トンから３ト ンヘ，
とうもろこしで３トンから６トンに増えている。このように農産物 の生産も年々増えていること
がわかる。　・品種改良 の代表的なものであるハイブリッドコーンが1950年代にとうもろこしを生
産するすべての農家に導入された。その結果，生産が大幅にアップした。　・機械の性能も向上し
ている。たとえば，小麦１トン収穫するのにかかる時間が1940年には15時間かかったのが,1980
年には３時間と短縮されている。等
…………………¨………… …［農類 連麒 （麒 に関する分業体制）の発達］……-… ………………………………
・種子をつくる会社が数社あり，これらの会社が競争をしながら，品種改良を行っている。
・小麦刈り取り業者が存在している。
図２　図１をフレームワークとして分析したまとめ段階における生徒の認識内容
らないのは，貿易を通して国を豊かにするためです。
もし貿易で他の国に負ければ，国が貧しくなってし
まうからです。
そのことについては納得します。資料に載ってい
る危機に陥っているのは中小規模の農場が集まって
いるところで，そこにあるお店を守っていこうとし
たら，中小規模の農場から守っていかなければなら
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ないと思います。しかし，農業をしている人たちだ
けを守っていくことはできないから，これ以上貿易
を少なくしていったらアメリカ合衆国の立場は悪く
なるばかりで，工業の面でも悪い影響が出るんじゃ
ないかなと思うので，少しでもいいから大規模化を
進めていく必要があると思います。
そんなことはないと思う。今まで中小規模の農場
としてやってきたわけで，もしも米など作物の値段
が下がらなければ，つぶれることはなかったと思い
ます。そして農業は自分の身についているわけだか
ら，大丈夫だと思います。
《中小規模農場保護派》
・　しかし，現在でも中小規模の農場の農民 の中から，
自殺する人が出ているのだから，大規模化を進 めて
いけば，自殺する人が増えていくのではないか。
・　なぜ保護政策を取るのが良いかというと，こ のま
まアメリカ合衆国の農業が大規模化していけば，中
小規模農場の倒産が増加し，さきぼど述べたよ うに
自殺する農民が増えてくる。また，離農する農場 が
多い農村社会では，車のディーラーや家具店 ，洋服
店，食料品店の売り上げが減少し，店を閉める人 が
後をたたないということである。したがって，中小
規模の農場を保護する政策を打ち出さなければ，農
村社会の崩壊が今以上に進んでいくと考えられます。
でも，土地を持っているのは，農業をしている人
たちだけで なく，他の仕事についている人たちもい
る。 そういう人たちが，農業をしている人と一緒に，
大規模化するとなると，他の仕事について土地を持
っている人 は，二つの収入があるわけで，そち らの
方が有利になる。したがって，共同して大規模化す
るのは難しいと思います。
さっき中小規模の農場が共同して大規模化を進め
ていけば良いといったけど，現在のアメリカ合衆国
が進んでいる大規模化の方向とは違うと思いますが，
そのことについてどのように考えているのですか。
なぜ離農する農家や自殺する農民が後を立たない
のに，他の国と競争しなければならないのですか。
スプリング大統領の方は大規模化を進めていかな
いとアメリカ合衆国全体が危機に陥るという意見で
すが資料によると，現に店がつぶれるなど農業以外
でも危機に陥っているところもある。
農地運用会社はプロの農民しか雇わないといって
いるわけで, 一度農業に失敗した農民を雇って経営
を行っていったら，売り上げが落ちるのではないか。
ところで，価値分析過程における知識の構造を示す
と図３のようになる。
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図３　価値分析過程における知識の構造
’図３を分析フレームワークとして，両派の生徒の認
識内容を分析した結果，それぞれ図４，５のようになっ
た。
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図５　中小規模農場保護派における知識の構造
図 ４， ５を 分析 する と，両 派 の知 識 の構造 は，
《［原因⇒ 結果］・争主張》という構造になっている。
この構造に示されるように，個々の具体的な事象 に関
わるのものではなく，より説明力の広い概念化された
事実を根拠にした主張となっている。以上の分析から，
両派はそれぞれ大規模化の原因と大規模化の影響を根
拠として，各派の立場の正当性を主張している。 つま
り，生徒 は 厂大規模化」について調査した内容を十 分
に生かして，討論を行っているのである。
この結果から明らかなように，Ｉで示した価値分析
過程は，アメリカ合衆国の農業が抱える問題について
生徒に合理的な意志決定を行わせることができたので
ある。同時に，資本主義的生産活動を行っている地域
や国が抱える問題について，より深く考えさせること
ができたといえよう。
おわりに
本論では，「課題学習」の趣旨を生かした 匚様々な
地域」の授業構成について提案した。
今回の分析で，「様々な地域」の学習における生徒
の社会的見方・考え方を育成する上で，生徒の多様な
発想や調査活動を十分に生かして［概念探究十価値分
析］で学習指導過程を設計することの有効性の一端が
明らかとなったといえよう。しかしながら，仮説に基
づいて設計し，実践した授業が一つであり，分析結果
として十分とはいえない。今後研究の蓄積によって仮
説の有効性を確かなものにしていく必要があろう。
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＜注＞
1）生徒の多様な発想や調査活動を十分 に生 かした
［概念探究十価値分析］の学習指導過程について は，
以下の文献を参考にした。
・　岩田一彦他編著『中学校社会個を生かす「課題
学習」とは』東京書籍,1990.
・　岩田一彦編著「小学校社会科の授業設計」東京
書籍｡1991.
2）授業設計における教科内容及び学習内容について
は，以下の論文に詳しい。
・　拙稿「内田義彦氏の経済認識のモデルを組み込
んだ社会科教科内容の研究」社会系教科教育学会
『社会系教科教育学研究』第2 号,1990, pp. 81-86.
